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会 議 録 

 

１　会議の名称  令和７年度第２回水戸市感染症対策連携会議 

 

２　開 催 日 時  令和７年８月28日(木)　午後６時30分から午後７時30分まで 

 

３　開 催 場 所  水戸市役所４階　政策会議室 

 

４　出席した者の氏名 

　(1)　委員   

 

　(2)　執行機関　　　 　保健医療部　　部長　　小川 佐栄子 

　　　　　　　　　　　　水戸市保健所　所長　　大谷 幹伸 

保健医療部　　参事　　大曽根 明子 

感染症対策課　課長　　保科 竜吾 

　　　　　　　課長補佐　橋崎 真哉 

　　　　　　　係長　　澤畠 暁子 

　　　　　　　係長　　宮本 俊寛 

　　　　　　　主事　　大内 竣介 

 

５　議　　　題　　　　 

(1) 水戸市新型インフルエンザ等対策行動計画改定に係る基本方針について 

(2) 新型コロナウイルス感染症対応時に係るアンケート結果について（中間報告） 

 

６　会議資料の名称　 

資料１　第２回水戸市感染症対策連携会議 

資料２　水戸市新型インフルエンザ等対策行動計画改定基本方針 

参考資料　（保健所設置市・特別区向け）市町村行動計画作成の手引き 

 

 小原　克之 日本赤十字社水戸赤十字病院　統括管理監
 高木　　泰 一般社団法人茨城県水戸市医師会　理事
 丸山　剛志 一般社団法人茨城県水戸市医師会　理事
 田澤　重伸 一般社団法人水戸市歯科医師会　会長
 今井　章人 一般社団法人水戸薬剤師会　会長
 橋本　　泉 公益社団法人茨城県看護協会　常任理事
 野尻　由香 常磐大学看護学部　教授
 塙　　行弘 社会福祉法人水戸市社会福祉協議会　副参事兼事務局次長
 笹島　　修 水戸市高齢者福祉施設連絡会
 加瀬　　理 水戸市商工会議所　事務局長
 朝倉　　洋 茨城新聞社　水戸支社編集部長
 角田　恒巳 水戸市住みよいまちづくり推進協議会　会長
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７　発言の内容 

 事務局 定刻となりましたので，ただいまから令和７年度第２回水戸市感染症対策

連携会議を開催いたします。 

本日は，お忙しい中，お集まりいただきまことにありがとうございます。

私，進行を務めさせていただきます水戸市保健所感染症対策課の　　と申

します。よろしくお願いいたします。 

 

本日の会議はこちらの会場とオンラインによるハイブリッド形式で実施さ

せていただきます。 

なお，会議中のご発言されるときはオンライン参加の皆様にも分かるよう

にマイクのスイッチを押していただいて，はじめに所属，お名前等を言っ

てからご発言の方をお願いいたします。 

 

続きまして会場の皆様におかれましては、お手元の資料の確認をさせて

いただきます。 

 

-資料確認- 
 

また，本日の会議につきましては非公開とさせていただきます。 

会議録につきましては，委員の皆様のお名前を伏せ，発言者が特定されな

いよう，配慮した上で，原則公開とさせていただきます。 

それでは，本日の議題に移りたいと思います。議事の進行につきましては

会長にお願いしたいと思います。会長よろしくお願いいたします。 

 会長 皆さんこんばんは。よろしくお願いいたします。 

それでは本日の議事に移ります。 

本日の議事は２つございます。はじめに水戸市新型インフルエンザ等対策

行動計画改定に関わる基本方針について，事務局は説明をお願いします。 

 事務局  

-事務局説明- 

 会長 ありがとうございました。 

ただいまご説明いただいた内容につきまして，何かご意見・ご質問等はご

ざいますでしょうか。 

 

無いようなので，次の議事にうつらせていただきます。 

それでは次に新型コロナウイルス感染症対応時に関わるアンケート結果に

ついて，説明をお願いします。 

 事務局  

-事務局説明- 

 会長 ありがとうございました。 

ただいまご説明いただいた内容につきまして，何かご意見，ご質問等はご

ざいますでしょうか。 

 

それでは私の方からよいでしょうか。 

このアンケートの回答率は何％ぐらいでしょうか。 
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 事務局 今回のアンケートの共有につきましては，各委員の先生方にお願いしてお

り，母数を把握していないため，何％という形では申し上げられません。 

現状としては，現在追加で医療機関に対してアンケートを実施している状

況であり，全部で101件の回答をいただいております。 

 会長 分かりました。 

 

その他，何か質問，ご意見ございますでしょうか。 

 　　委員 アンケートに非常に多様な意見が寄せられていてですね，これをいかに活

かすかが今後のテーマだと思います。 

政策として，市独自の対策を考えるとしておりますが，これはコロナの時

のように，国が決定したことをよしとして，国が言ってることだからと，

何度その言葉を聞いたか分からないくらい理不尽なこともありましたし，

意味の無いこともありました。 

そういった，国の指針を市が変えることはできるんですか。 

例えば，個人情報の取り扱いについては，個人情報が特定されるような情

報が公表されて，個人が迷惑を被ったとか，どこの病院に患者が多いから

行くなとか，そういう問題がたくさんあったと思います。情報提供のこと

は非常に問題だと思います。それから医療DXについてもきちんと計画し対

応していかないとこの会議の意味が無いと思います。アンケートにもあり

ますから，１個１個とかいくつかテーマを絞って，今後討論していかなけ

ればいけないと思いますので，その辺はご検討お願いします。 

 事務局 おっしゃる通りでございまして，特に情報提供の部分については，多くの

意見をいただいております。 

コロナ当初はどこまでの情報を出してもいいのかと，課題がありました。 

今後はまさにその，個人情報に配慮しながらどこまでの情報をどうやって

共有していくかというところについては国とも調整をしながら，今後具体

的な案を詰めていければと思っておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

今回のインフルエンザ等対策行動計画についても，国や県の計画を踏まえ

て策定するというところで，なかなか市独自の取り組みというのは位置づ

けられないところでありますけれども，市独自のどこまでの情報提供をど

うやって行うのかが大事だと思っておりますので，来年度作成するマニュ

アルの中で具体的なところを突き詰めて行きたいと思っています。 

よろしくお願いします。 

 会長 ありがとうございました。 

その他議事以外のご意見ご質問がある方はいらっしゃいますか。 

 

では、本日用意されている議事は以上となります。以降の進行は事務局

にお返しします。 

 事務局 会長ありがとうございました。 

また，委員の皆様におかれましてもご審議いただきありがとうございまし

た。第３回につきましては，日程を調整した上で改めてご案内させていた

だきます。 

 

それでは，以上をもちまして令和７年度第２回水戸市感染症対策連携会議

を閉会いたします。ありがとうございました。
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